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平成25年学外研究活動報告
 （平成25年１月〜12月）　
本報告は会員から報告のあったものを掲載してあります。──◇運営委員会
〔学会報告〕
報 告 者 名 題　　　　目 学　会　名 月
杉　田　　　文 津波による千葉県旭市沿岸部における地下
水利用への影響
大規模地震・津波被災
に伴う上水道水水源と
生活用水の確保および
そのシステム復旧に関
するワークショップ
２
神　保　雅　人共○ GRACE/SUSY-loop を用いた軽いストップ
シナリオの１ループレベルでの現象論
日本物理学会 ３
山　内　真　理 SPI 非言語能力問題を用いたリメディアル
教育の試み
日本リメディアル教育
学会第２回関東甲信支
部大会
３
山　内　真　理 大学教育における英文ライティング分析の
ための LMSデータ抽出ツールの試作
教育システム情報学会
2012年度研究会：教育
の情報化と情報教育
３
山　内　真　理 日本のEFL授業における意味重視のアウ
トプット活動
日本リメディアル教育
学会第５回関西支部大
会
３
TakakoHashimoto 共○ Exploring Social Context from Buzz
Marketing Site - Community Mapping
BasedonTreeEditDistance-
Proc.ofPerCol2013
（FourthInternational
WorkshoponPervasive
CollaborationandSocial
Networking）
３
TakakoHashimoto 共○ KnowledgeVisualizationoftheDeductive
Reasoning for Word Problems in
MathematicalEconomics
Proc.ofDNIS2013（8th
International
Workshop,databasesin
NetworkedInformation
Systems）,Lecture
NotesinComputer
Science,Volume7813
３
Harashina,Sachihiko Eth i c s  a s  Exper t s  f o r  Crea t ing
Sustainable World（Acceptance Speech
fortheRose-HulmanAward,IAIA）
International
AssociationforImpact
Assessment
５
Harashina,Sachihiko Necessity of Concise IA for Sustainable
Japan
International
AssociationforImpact
Assessment
５
Fischer,Thomas,
Harashina,Sachihiko
andGore,Tom
Policy Integration between EA and
DisasterManagement
International
AssociationforImpact
Assessment
５
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伊　藤　宏　一 消費者市民社会における金融ケイパビリ
ティ
生活経済学会 ６
TakakoHashimoto 共○ TemporalAwarenessofNeedsafterEast
Japan Great Earthquake using Latent
SemanticAnalysis
Proc.ofEJC2013（23nd
European-Japanese
Conferenceon
InformationModelling
andKnowledgeBases）
６
Yamauchi,Mari 共○ Effective Implementation of Meaning-
focused Output Activities for Japanese
EFLLearners
JALTCALL2013 ６
Harashina,Sachihiko Role of Impact Assessment in ODA for
Creating Sustainable Societies（Invited
Special Lecture for Commemorating the
IAIARose-HulmanAward）
KoreanSocietyof
EnvironmentalImpact
Assessment
７
今　井　重　男 わが国のブライダルビジネスの展開─萌芽
とその実態の一考察─
経営行動研究学会第23
回全国大会
８
太　田　三　郎 不況脱却と経営行動（統一論題） 経営行動研究学会第23
回全国大会
８
山　内　真　理 日本語学習者とのオンライン交流活動 モンゴル文化教育大学
創立20周年記念モンゴ
ル・日本国際学術シン
ポジウム
８
山　内　真　理 基礎固めをねらうアウトプット重視の英語
授業
日本リメディアル教育
学会第９回全国大会
８
TakakoHashimoto 共○ TriggerofEconomicReconstructionfrom
theEast-JapanEarthquakeDisaster
Proc.ofIEEER10-HTC
（Humanitarian
Technology
Conference）
８
TakakoHashimoto 共○ Comparison of Reaction in Social Media
after the East Japan Great Earthquake
betweenThailandandJapan
Prof.ofISCIT2013
（International
Symposiumon
Communicationsand
Information
Technologies）
８
伊　藤　宏　一共○ 米国大学におけるパーソナルファイナンス
教育の現状と教育的意義
日本FP学会 ９
坂　井　　　恵 「会計専門職の発展の可能性─リスク社会
論を手掛かりとして」
日本会計研究学会 ９
神　保　雅　人共○ GRACE/SUSY-loop を用いた軽いストップ
シナリオの１ループレベルでの超対称性粒
子のシグナル
日本物理学会 ９
原　科　幸　彦 持続可能な社会の作法としての簡易アセス
メント
環境アセスメント学会 ９
原　科　幸　彦 持続可能な環境エネルギー政策の合意形成
へ
日本計画行政学会 ９
TakakoHashimoto 共○ Framework of an Advisory Message
Board for Women Victims of the East
JapanEarthquakeDisaster
Proc.ofJADH2013
（JapaneseAssociation
forDigitalHumanities）
９
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石　毛　雅　章 AnneThackeray とルイス・キャロル─そ
の出会いと交友について
日本ルイス・キャロル
協会
10
杉　田　　　文共○ 市川市周辺における気温・降水量の経年変
化とそれらが地下浸透量におよぼす影響に
ついて
2013年度日本水文科学
会学術大会要旨集
10
Yamauchi,Mari 共○ Imp lementa t i on  o f  In te rcu l tura l
TelecollaborativeExchanges
MoodleResearch
Conference2013
10
鮎　川　ゆりか TowardsSustainabilitywithanEconomy
basedonNaturalCapital,aDecentralized
SystemConnectedviaITandSEA
TheThirdJapan-
Korea-ChinaTripartite
EnvironmentalImpact
Assessment&Strategic
EnvironmentalImpact
Assessment
Conference,2013
11
原　科　幸　彦 環境エネルギー政策の合意形成 日本シミュレーション
＆ゲーミング学会
11
M.Jimbo 共○ Signatures at One-loop Order of Split
StopsScenariosusingGRACE/SUSY
InternationalWorkshop
onFutureLinear
Colliders,LCWS13
11
Harashina,Sachihiko Impact Assessment as Manners of
SustainableSociety（KeynoteSpeech）
The３rdJapan-Korea-
ChinaTripartiteEIA&
SEAConference
11
今　井　重　男，
松　本　大　吾，
石　井　裕　明共○
ブライダル・サービスの現状と課題─消費
者と企業の意識に関する探索的課題─
ビジネスクリエーター
研究学会第11回大会
12
〔寄　稿〕
報 告 者 名 論　文　名 掲載誌名その他 月
趙　　　　　軍 「辛亥革命運動中日本軍人的対中 “民間外
交 ”──以青柳勝敏等人之活動為中心的考
察」（中国語）
澳門理工学院『澳門理工
学報 人文社会科学版』
2013年第一期（季刊）
１
原　科　幸　彦 オスプレイ問題で露呈，日本アセスの欠陥 『環境と公害』
42巻３号，p1
１
原　科　幸　彦 国府台のツリーウォッチング 『きずな』（同窓会誌）
第11号
１
M.Jimbo 共○ TheGRACEproject-QCD,SUSY,Multi-
loop
PoS
RADCOR2011
１
伊　藤　宏　一 金融ケイパビリティの地平 『ファイナンシャル・
プランニング研究』
第12号
３
師　尾　晶　子共○ フォーラム：「古代史研究から見た西洋史
学の将来」に寄せて
『西洋史学』248 ３
師　尾　晶　子 トロス教会聖堂出土碑文の概要（三）
二〇一二年度の発掘から
『史苑』73-２ ３
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趙　　　　　軍 「書評：中国海軍と近代日中関係」 『中国研究月報』（一般
財団法人中国研究所）
2013年３月号
３
吉　田　正　人 社会福祉法人会計システムの一元化からみ
た非営利法人会計の展望
『実践経営』（実践経営
学会機関誌）第50号
４
鈴　木　孝　男 東京の古い産業集積地域におけるイノベー
ション
『商工金融』
第63巻５号
５
師　尾　晶　子 西洋古代史研究のための PCおよびタブ
レットの活用
『かいほう』116 ５
原　科　幸　彦 不動産開発の環境アセスメントにおける今
日的課題
『日本不動産学会誌』
27巻１号，pp29-33.
６
伊　藤　宏　一 適切な金融行動とマネー・アドバイス─イ
ギリスにおける中立的・一般的アドバイ
ス・サービスを参考に─
CUCPolicyStudies
Review
第35号
７
太　田　三　郎 東日本大震災と倒産・再生─リスクマネジ
メントの視点から－
経営行動研究年報
No.22号
８
原　科　幸　彦 成長戦略と環境アセスメント（巻頭言） 『CUC:View&Vision』
（経済研究所機関誌）
第33号，p1
９
松　本　郁　子
原　科　幸　彦
共有地管理から見たダムに伴う森林保護計
画の実施過程と課題
『環境と公害』
43巻２号，pp58-64.
10
FumiSugita On smal l  sca le  water chemistry
distributionwithinaspringcomplexnear
Madison,Wisconsin
地下水学会誌
55巻４号
11
原　科　幸　彦 日中韓の環境アセスメント会議を開催 『日中文化交流』
第811号，pp1-2.
11
原　科　幸　彦 環境アセスメントはコミュニケーション
（巻頭言）
『ECO-FORUM』
29巻１号，pp1-2.
12
原　科　幸　彦 簡易アセスメントの導入で持続可能な社会
へ
『ECO-FORUM』
29巻１号，pp30-38.
12
原　科　幸　彦 環境影響評価，「簡易アセス」が世界標準 『読売新聞』，論点
2013年12月12日（木），
13面 .
12
TakakoHashimoto 共○ Topic Detactin about the East Japan
Great Earthquake based on Emerging
Modularity
Information Modelling
and Knowledge Bases
XXIV
251巻　号
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〔著　書〕
執 筆 者 名 書　　　　名 発　行　所 月
太　田　三　郎 大震災に考えるリスク管理とデイスクロー
ジャー
同文館出版 ３
伊　藤　宏　一共○ 実学としてのパーソナルファイナンス 中央経済社 ３
趙　　　　　軍 『民族差別・対立環境下の相互理解・認知
の試みとその行方特集号』（全84ページ）
千葉商科大学経済研究
所『国府台経済研究』第
23巻第１号
３
原　科　幸　彦共○ 環境アセスメントと災害管理の政策統合に
関する日英共同セミナー
日英環境アセスメント
研究会（日本学術振興会
支援事業）
３
太　田　三　郎 日本の経営学説Ⅰ 文眞堂 ５
鈴　木　孝　男 信用金庫と中小企業のイノベーション 税務経理協会 ７
太　田　三　郎 企業コンプライアンス 尚学社 12
原　科　幸　彦共○ 有斐閣　経済辞典（第５版） 有斐閣 12
〔訳　書〕
執 筆 者 名 訳　書　名 原著者名 原 著 名 発 行 所 月
伊　藤　宏　一共○ パーソナルファイナンスー
プロフェショナルFPのため
の理論と実務　上・下
ルイス・Ｊ
・ア ル ト
フェスト
Personal
Financial
Planning
日本経済新聞出
版社
10
